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で あ る。之 を檢す る に ・脇 勾 εr融 L で は な く近 縁 の 魚 碑 廨 伽 た る こ と明瞭で あ る。高桑氏

は廣 義 の 」S‘

etdigerella と し て 御囘答に な つ た もの と推測 す る が ．共意味 で は誤 で はない 。但 し

今 日　旅 ‘勾 εアθ伽 と　H ヒen・seniello と は 明瞭 に 陋別せ らる べ き別屬で あ る。岸 田氏探集 の 阿里

山産 も恐 ら く臺南 の と同種 な る べ きを信 す る 。柳 原 氏は ヒ メ ム カ デ と假稱 せ られた が コ ム カ

デ （秋 山蓮三 氏 ，1914 ），ム カ デ モ ド キ （石 川千代松氏 ，
1916 ），

ヒ メ ム カ デ （柳原政之 氏コ 93の ，

コ

ヤ X デ （岸田 久吉氏 ．1936 ）， 等 の 概稱 中，予 は 曾 て 記 した 機な理 山（植物及 動物 v （，1．：3、p ．菊 封
，

1935）か ら コ ム カ デ を現 在 も將來 も使 用 す る積 IJで ある a

　結語 と して コ ム カ デ は（1牌 原氏 の 調 査 に よ ｝」臺 灣全 島 に 産 し蔗 園 に 於け る 重要 有害多足類

な る こ とが 孚糊 した 。（2淇 種類 は ナ ミ コ ム カ デ 科 の ／種 llansen・iellα （飾 ，卿 癖 ”の sp ，で あ

る こ と を重ね て 記 し．目下   觀察中で ある か ら他 H 詳報 の 機 あ る ぺ きを約す る 。王 雨卿・柳原

政 之兩氏の 御懇情に 衷心 よ りの 謝意 を表 明 し，併せ て 浩瀚なる 内外普通 動物誌 の 著者 で あ b、
“

コ ム カ デ
”

の 名附 の 親た る秋山蓮 三 氏の 御長逝を 哀悼 する もの で あ る 。

雜
’

録

　　　　　　　　　　　　　Tl）P　 Inim 鵬 V の
一 腹 の 胎兒 の 數

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 マワ　ジ　　 ョ 　ギ

　昭和 11年（1936）8 月 7 日沖繩縣島尻郡眞和志村與儀在lb黼 縣立農事試驗場を距 る約 1 丁 にある 小流 （灌

漑璃田溝に して 川幅2〜3尺 ，當時川水は停滯 して ゐ た 》に て 採捕 し た タ ッ プ ミ ノ オ eambusia 　aPtnts 　 I　8尾

（10尾雉 ，
B 尾 雌）榊 嗣ま何れ も懐姙 しそ の 腹部豐滿 し て 出産 の 近 きを患 は し め た 。 筆者試 み に腹部を切開

して そ の 一腹 の 兒勲を檢 し た る に 宍 の 結果を得た。 記 して 以て 忘備と し度 い
。 尚凛品第 4 番 の 胎兒は發育

進み虹に卵膜を脱 して居 り一部は分娩 された もの と思は

れ る 。 親魚 の 年齢を推定す べ く鱗を翁取 り低度 の 顯微鏡

に て臉 べ て見たが seale 　rillg に濃淡を認むる こ とが出

來 な か つ た。さ り とて 當歳の もの とは 思 は れ な い
。

こ れ

は 周年温暖 の 地で は 季節に依 り魚體 の 成長に遲速が ない

爲 め で あら うQ
タ ッ ゾ ミ ノ オ ぱ現在で は石坂 島（最初 こ の

島 に マ ラ リア 病原蟲 の 天 敵 と して 移入 された ）の みなら

ず，沖繩本島全土 に も野生 し ，
メ ダ カ と共に極 く普通に

見 られる もの である 。 　 　 　 　 　 　 （犬尾三 良匹）

標 晶番 號

12345678

　 　 　 　 　 　 長

（吻蹟 よ u 尾鰭末
．
端 迄 ）

Sardine の 標 識 の 仕 方

8288
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23223222

胎 兒 数

1635148ワ一

11

　

】

−

9，

　洞游魚標識放流 の 目的 は そ の 魚種 の 何 た る を問は ず當に 同一で あ るが ， 標識 （tagging ）の 方法に就 て は

從來標識せん とす る魚 の 體形竝 に 大 さ等に 依 り種 々 考案され て 來 た。 （魚體 の
一
部に損傷を與へ て 之を標識

と す る もの もあ る 。 ）Ca 】ifornia　Divki ｛）110i 　n ミh　a ／ld 　Game で は 1936 年春以來 Biolog｛ca 】 Board

  fCa コiada と Proyincial　Fi5heTies　Departmelht　of 　Britis．h　Golumbia と の 連絡試驗を行ひ 北米太平
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洋岸 の Eardine の 標識放洗を開始 し た．北海區で は漁獲され る s 乱 rdine ｛よ漁獲か ら製品 （主 とし て fish

meal
， 魚糧に 製造され る ）と な る迄に直接に人 の 手を以 て 取扱はれる時が ない か ら鯖や鯆で や るや うな外

es，ee識（・xtern ・正t・ggi・コ9 ）の 仕方 で は再捕魚 の t・g 囘收が うま くゆか ない の で こ こ で 1灑 内臘 ｛il・tem ・ エ

taggin9 ）の 方法を適用 し た。手術の 原理は至 つ て簡單で ， 鋭利な ナ イ フ で魚饐 の 腹側に ノ∫吼 を開け ， 丙臓

と體壁 との 聞に tag を挿 入 する だ け の こ とで あ る が ， こ れに は内臓を傷けな い た め に相當の 熟練を要す る

と云砺 用ひ た tag の 寸法は次 の 通 りで ある。長 さ％吋 ， 幅潅吋 ， 厚％吋 の 鍍 ニ ッ ケ ル 銅薄板。
こ の 方法

ぼ外部標識法にre　L て tag の 破損 ， 喪失 の 少 い こ と ， 持 の 良 い こ とで後者 に 優る もの である。　Tag の 囘

收ば 全然人手 に 俵 らず製造工 場 で 竃磁石 に依 つ て 自動的に だardh1C の 體内 か ら追出す趣向 とな つ て ゐ る

（P ・ ci・fi・e　 Fi　，the ・… HP
，
　 s
−
。1．　35

，
・ n 。 ．7，」U ・ e

，
1937

，
　P ・43 よ iJ）。 　 　 　 　 　 　 （犬尾三 斷

　　　　　　　　　　　　　　　　　瓢　　著 　　紹　　介

pAGE ，1．　H ．、 Clhemist・y ・£ the　 B ・a・i… ．EP ・ingfE・i：｝cl　 and 　 B・ lthn・ re （C ・Cl・Th ・ mas ）・

944　Pl｝．（1937 〕．

　序言 に 斯 う書い て あ る ，
「・…・・合衆國 で は 紳經病及び精紳病患 者で 病院に敗容されて ゐ る もの が 50萬人

を超える ……これは電大問題 で
……精神病學 の 進歩に ほ腦 の 化學酌硯究が不可缺 の もの と信ず る

・…・・
」D こ

れ で も判る樣に ， 著者は臈病理 の 生化學的研究 に 携 る人 で ， 依 つ て 以 つ て 本書 に 盛られ た内容 の 一・般酷傾

向が察 せ られ よ 5。 而 も特に 強調す る に
c‘・r6 ］e　of 　lipids　”

をPJ，つ て し ， そ の 理 由と して 腦が 主 と して こ

の 物質か ら出來 て ゐ る事と ， こ の 物質 の イ匕學及び締 玳 謝が殆 ど知れ て ゐ な い 事 の 2 つ を擧げて ゐ る が ・

要す る に著者の 專門が こ れ だ と言 ふ 事 の 別 の 形 の 表現に 過ぎない 。斯 くの如 く， 内容に 偏 りの あ る事ほ免

れない が ， それ に 《，拘 らず腦 の 化學に 關する專門的特殊常識を得 る に ほ恰好 な著書で あろ 。

　 こ れは最初に 斷るべ きで あつ たら 5が ， 本書は普通我 々 の馴染ん1 で 居 る著書 の
一般形式を履ん で 居 ない 。

最 も單的に 云 へ ば ， 著者 の 持謝 こ 從つ て 編輯 し た 綜 合抄銀で あ る。尤 も大概 の 教弔斗習 ま賄 した もの で あ

ら 5けtLど も，それを穩さずそれな りに 明瞭に し た處に特eXS．：あら 5。 例を第 9 章 の C ・ n ・Paratiye　and

develoPniellta！　neurocheirli ，stry に とる と，章 の 表題 の 下 に ， こ れ の 内容をなす NEED 且 A ｝［ ： Chcmical

Embry ・1・g｝t 〔C・ mb ・ldg・ τ7ni・er・ity　 P・ esis
，

19E，1） と A ・t…
一

・ Bi・ dheinie　 Ct・：： W ・・h ・tum 岫

llelischeii　und 　der　liOhere ヱt　 Tiere （Oppe コiheilner
’

s　I「

［al ユdb．　d，　Biocbemie ，　Bd．7， 1927｝の 2 著を

揚げ ， 更 に 本文 申必要個所に應 じて ，こ の 兩著に 引用され て ゐたで あら う處 の 交maliC」40を潤 註 して 參照

して ある 。

　本文 43 し）頁，全16章 に 亘 る記逋が 全部是式で あ る か ら ，考 へ 樣 で は原著 と し て 大 し た價値 の な い ， 掣な寄

せ 集め だ と云 ふ 物足 らな さ ， 物詰らな さも感ぜ られ樣が ， 叉見方 に よつ て は これ程確か な ， 便利で親劈な

書物 もあ る まい と思はれ る。腦 の 化學に 關して 最近 の 動向を知 り度い と思つ た ら ， 該當す る章を護 め ば 可

な り詳し い 而 も信螟す る に 足 る釦識が 容易に得られ よう。兎 に 角誠に便利で あ る。

　少 々 長 くな る が 各章の表題を掲げ て 置 く。　 Thudiehun
’
i　 in ｝d　the 　 ge珊 ト｛50f 　 bl細 1　 chemi 琶tryl

Stero］s ； PhosPhatide ヨ； FEItty　aeid 　］netab 〔，li建m 　｝ Cerel　 rosideg ；　Carboliyclratesi）Titrogeiieol
亘s

metab ・h きm ； El・・t・・lytes … dg ・ 臼P・ I　Pbysica］ chelliist ・y ｝E ・・zl
’
・ue3 ・i　the 　brain； C ・mparative

ana ・developmental　 iieurecheip1stry 　l　M ・tab ・ li・m ・f　th ・ ・e・・tra］　 コ・e ・votli 　 system 　 a ・ measu ・ed

by　ga8　interc］コ a コ）ge　；P紬 hobgical 　gaseous 　1〕ietaboli コm ； Dier
，
　 s・ita」H 】ing・m ｝d　degeiLerat・ion　of

the 　 ・、ery ・us ・lfste… ； Oxid ・ti・ n 　 i・・ th ・ b・ain ； The 　b・ ain 　 an （l　th ・・ 目ht・　 ｛武 ff　 啓 ｝
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